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Imperial Progress to the Muromachi Palace, 1381: 
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Temples, Timber, and Negotiations: Buddhist-Lay Relations in Early Modern Japan through the Prism of 
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Research Notes  
Meitokuki: Earthquakes and Literary Fabrication in the Gunki Monogatari  
『明徳記』――軍記物語における文学的虚構としての地震 
 
本論は、二つの研究領域———歴史地震研究と日本中世文学———に関連する問題についての序論であ
る。『明徳記』（1392−96）という軍記物語には、明徳2年（1391）10月15日の地震についての記
述がある。これは事実に基づくものとして受け取られてきたし、現在もそう考えられている。し
かしこの地震が歴史的事実である証拠として提示されてきた史料を精査してみると、当時の記録
のどれも明徳記の記述の裏づけにはなっていないことが判明する。さらに『明徳記』が歴史小説
のジャンルに属する軍記物語である以上、そのテクストを分析するには、他の軍記物語の地震に
ついての記述との比較考察が必要になる。『平家物語覚一本』（1371年以前）、及び『太平記』
に出てくる地震の記述を見てみると、ある特定の形式を取っているとともに、地震の記述が、差
し迫った災厄の予兆としての機能を持たされていることが見えてくる。本論では、三作の中では
『平家物語』の地震の記述だけが真正で、あとの二つは『平家物語』の記述を基に虚構として取
り入れられたものであると結論した。これは二つの点で重要である。第一に、それによって軍記
物語の中の地震の記述は、一種の類型場面（タイプ・シーン）として、つまり伝統的なナラティ
ブで使われる文学的ユニット（たとえば、ホメロスの詩に出てくる武具をつけたり、船に乗り込
んだり、客人を迎えたりする場面や、西部劇に出てくる銃の撃ち合いや追跡のシーン）として理
解することができるということ、第二に、フィクションの一ジャンルとしての軍記物語の発達の
上で、タイプ・シーンが重要な役割を果たしたことをこれが例証しているということである。 
 
【軍記物語、歴史地震研究、『明徳記』、『太平記』、『平家物語』】 
